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第３３節 農林業用施設等災害応急対策計画 

           
 

 

 

 

第１項 農林業災害対策 

 

《 基本方針 》 

 関係機関は、災害時において農林業用施設の被害の実情を早期に調査し応急復旧を図る。 

 

１．農業用施設応急対策 

（１） かんがい用排水施設の被害状況を速やかに把握するとともに、被害の程度に応じ施設の管理

者に対し、必要な指示を行って処置させるとともに事後の本復旧が速やかに進行するよう努

める。 

（２） 浸水等で広範囲にわたる湛水の危険がある場合は、関係機関と即時連絡を取り、区域全体を

総合調整のうえ施設の応急対策を実施する。 

（３） 農林業施設の応急対策 

1） 浸水時の用水路やポンプ等による排水 

2） 破損箇所の応急復旧 

3） 流入した土砂・樹木等の除去 

4） 林道の応急復旧 

 

２．種苗の確保 

（１） 市長は、災害により、農作物の播き替え及び植え替えを必要とする場合は、農業協同組合に

必要種苗の確保を要請するとともに、その旨を県に報告する。 

（２） 病害虫防除対策 

 県の指導を仰ぐとともに、福岡普及指導センター、農業協同組合及びその他の関係機関

と協力して、具体的な防除策を措置する。 
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３．農作物応急対策  

（１） 農作物等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）飼料作物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《農作物等に対する応急措置方法》 

作物 災害種別 応急措置の内容 

稲、麦 

風水害 

 

干 害 

1） 再生産用，代作用種子，苗の確保（米麦品質改善協会等の関係機

関より） 

2） 防除機（高性能）による病害虫防除の指導及び実施 

3） 計画的配水の実施 

果樹 

干 害 

1） 敷きわら、敷草等による土壌表面の被覆（蒸発散防止） 

2） 適正結果（摘果） 

3） 熟期に達した果実の収穫 

風水害 

1） 熟期に達した果実の収穫 

2） 倒伏した樹の整復、裂枝の除去または復元固定 

3） 土砂崩れ等の場合の土砂の除去 

4） 落葉した樹の藁巻、石灰乳の塗布 

5） 病害防除の徹底 

野菜 

干 害 

1） 若どりの実施 

2） 薬剤散布 

3） 液肥の施用 

4） 代作の実施 

5） 敷わら、敷草または穴灌水の実施 

風水害 

1） 排水、中耕、土寄せの実施 

2） 窒素質肥料の追肥（草勢が弱っているとき） 

3） 土砂の洗浄、薬剤散布 

4） 代作の実施 

5） 病害 

6） 防風措置の実施 

花き 

干 害 

1） 敷わら、敷草または穴灌水の実施 

2） 液肥の潅水への加用 

3） 代作の実施 

風水害 

1） 排水、土寄せの実施 

2） 病害防除の実施（特に地災） 

3） 防風措置の実施 

その他 
風水害 

干 害 

1） 苗木の確保（農業協同組合、森林組合等と協力） 

2） 種子の確保 

 

《飼料作物に対する応急措置方法》 

作物 災害種別 応急措置の内容 

飼 料 

干 害 
1） 灌水が可能な場合には実施する 

2） 発芽不良の場合は、追播、播き直しの実施 

風水害 

1） 早急に地表水の排水実施 

2） 窒素主体の追肥、生育の回復 

3） 早急に刈り取り、青刈り、サイレージ調製 

4） ソルガムは秋冬作に切り替え（９月上旬以降） 

 



【 一般災害対策編 】 
〈第 3章 第 33節 農林業用施設等災害応急対策計画〉 

- 314 - 

 

４．畜産応急対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．林産物応急対策 

市は、災害時において、被災立木竹による二次災害防止と林道機能確保及び林産物の被害を軽減す

るため、次のとおり県と協議のうえ被災立木竹の除去（道路網については林道のみ）、病害虫の防除、

林業用種苗の供給に努める。 

作 物 災害種別 応 急 処 置 の 内 容 

林産物 風 水 害 

干  害 

ｱ. 苗木の確保（森林組合、農業協同組合等と協力） 

ｲ. 種子の確保 

（１） 被災立木竹の除去 

1） 被災立木竹による二次災害防止のため、公共的施設及び人家に災害を及ぼすおそれのある木

竹の除去に努める。 

2） 被災立木竹による遮断林道の機能回復に努める。 

（２） 病害虫の防除 

     被災立木竹は、菌による腐朽及び害虫の食害を受けやすく、健全木竹への被害のまんえん

を防ぐため、枯損、倒伏、折損等の木竹は速やかに林外に搬出するほか焼却または薬剤処

理等により病害虫の防除に努める。 

（３） 林業用種苗の供給 

     林業用種苗の被害を最小限にくい止めるため、市は森林組合、農業協同組合等と協力し対

策の技術指導を行うとともに、必要に応じて助成を行い林業用種苗の確保に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《家畜管理のための応急措置方法》 

伝染病の予防 

（１） 福岡県中央家畜保健衛生所による予防注射の実施 

（２） 診療班（家畜保健衛生所及び獣医師会で編成）による巡回

家畜診療の実施 

（３） 治療を要する一般疾病の発生に際しては、県、獣医師会に

治療を要請する 

飼料の確保 
（１） 県への政府保管飼料の放出依頼 

（２） 県への飼料業者に対する飼料の確保、供給の斡旋依頼 

 


